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お知らせ

と
ち
ぎ
テ
レ
ビ「
三み
か
も
や
ま

毳
山
中

継
局
」の
開
局
に
つ
い
て

問（
株
）と
ち
ぎ
テ
レ
ビ

　
撒
０
２
８（
６
２
３
）０
０
３
１

　
と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
で
は
、
野
木
町
地

域
の
テ
レ
ビ
の
受
信
状
態
を
改
善
す

る
た
め
、「
三
毳
山
中
継
局
」
の
建

設
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の

度
、
諸
準
備
が
整
い
12
月
10
日（
月
）

よ
り
放
送
を
開
始
す
る
予
定
と
な
り

ま
し
た
。
（
災
害
な
ど
不
測
の
事
態

に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）

　
野
木
町
か
ら
三
毳
山
中
継
局
の
方

向
は
概
ね
北
西
方
向
と
な
り
、
受
信

方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

興
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
受
信
さ
れ

　
て
い
る
場
合

　
新
た
に
北
西
方
向
に
別
の
ア
ン
テ

　
ナ
を
追
加
す
る
か
、
そ
の
ま
ま
ア

　
ン
テ
ナ
を
北
西
方
向
に
振
り
向
け
、

　
テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
を
行

　
う
こ
と
で
受
信
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
振
り
向
け
る
こ
と
で
、

　
東
京
Ｍ
Ｘ
‐
Ｔ
Ｖ
、
テ
レ
ビ
埼
玉

　
な
ど
は
受
信
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
（
チ
ャ
ン
ネ
ル

　
番
号
１
）
は
宇
都
宮
か
ら
の
県
域

　
放
送
が
受
信
で
き
る
よ
う
に
な
り

　
ま
す
。）

興
前
橋
局（
榛
名
山
）を
受
信
さ
れ
て

　
い
る
場
合

　
ほ
ぼ
三
毳
山
と
同
じ
方
向
の
た
め
、

　
テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
を
行

　
う
こ
と
で
受
信
で
き
ま
す
。

※
テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
方
法

　
は
、
取
扱
説
明
書
等
を
ご
参
照
く

　
だ
さ
い
。

※
と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
番

　
号
は
、「
３
」
で
す
。

※
宇
都
宮
局
を
受
信
さ
れ
て
い
る
場

　
合
、
正
常
に
受
信
で
き
て
い
る
世

　
帯
は
、
そ
の
ま
ま
で
結
構
で
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業 

野
木
町
再
発
見
の
史
跡
め
ぐ
り
③
④

問
の
ぎ
・
歴
史
を
歩
こ
う
会
　
関
根

　
撒（
57
）９
６
３
１

　
町
内
の
神
社
や
お
寺
、
路
傍
の
野

仏
な
ど
、
普
段
何
気
な
く
見
て
い
る

風
景
の
中
に
も
、
原
始
古
代
か
ら
の

た
く
さ
ん
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
友
沼
地
区
と
南
赤
塚
地

区
を
２
回
に
わ
け
て
歩
き
ま
す
。〝
野

木
の
歴
史
探
し
〞
に
出
か
け
ま
せ
ん

か
。

③
友
沼
地
区
史
跡
め
ぐ
り

日
12
月
12
日（
水
）９
時

　
き
ら
り
館
集
合

申
12
月
１
日（
土
）〜
９
日（
日
）

④
南
赤
塚
地
区
史
跡
め
ぐ
り

日
平
成
31
年
１
月
24
日（
木
）９
時

　
赤
塚
ふ
れ
あ
い
公
園
南
側
駐
車
場
集
合

申
平
成
31
年
１
月
11
日（
金
）〜
20
日（
日
）

【
各
回
共
通
】

定
20
人
　
対
町
在
住
在
勤
者

儡
５
０
０
円（
傷
害
保
険
料
・
資
料
代
等
）

※
当
日
徴
収

講
師
　
関
根
　
秋
雄

　
　
　（
の
ぎ
・
歴
史
を
歩
こ
う
会
代
表
）

※
小
雨
決
行（
歩
行
時
間
２
時
間
程
度
）

※
各
申
し
込
み
期
間
内
に
直
接
も
し

　
く
は
電
話
に
て
左
記
ま
で

　
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

　「
き
ら
り
館
」　 
撒（
23
）１
２
３
１

御
礼

　　
こ
の
度
の
「
北
海
道
地
震
」
の
災

害
に
多
く
の
皆
様
よ
り
義
援
金
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
義
援
金
の
受
付
は
、
10
月
31
日
を

も
っ
て
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
の

総
額
は
、
32
万
３
１
７
５
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
北
海
道
地
震
の
被
災
者
の
皆
様
へ

復
興
の
支
援
に
役
立
て
て
い
た
だ
く

た
め
、
栃
木
県
町
村
会
を
通
じ
て
、

被
災
地
に
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
皆
様
の
温
か
い
お
気
持
ち
に
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


